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第 215 回新潟海区漁業調整委員会議事録 

 

 １ 招集状送付年月日    令和６年５月 23 日（木） 

 

２ 開催日時        令和６年６月 18 日（火） 13 時 30 分 

 

 ３ 開催場所        新潟県水産会館２階大会議室 

新潟県新潟市中央区万代島２番１号 

 

 ４ 出席者 

  定数 15 名 

新潟海区漁業調整委員会委員（11 名出席） 

土屋貞男、渡邊廣吉、磯谷光一、葛西澄人、神田義信、塚田政直、 

内田千秋、菊池弘之、富樫聰、本間勉、高橋千洋 

新潟海区漁業調整委員会事務局 

河村書記長、岸原書記長代理、近書記 

新潟県農林水産部水産課 

本間参事、渡邉係長（調整係）、井上主査（調整係）、 

緒方主任（資源対策係） 

  

    

 ５ 議 題 

（１） 新潟県資源管理方針の一部改正について（諮問） 

（２） まさば・ごまさば、ずわいがに及びまだらの知事管理漁獲可能量の当初

配分について（諮問） 

（３） 知事許可漁業の許可又は起業の認可を申請すべき期間について（諮問） 

（４） 令和６年度新潟、山形両海区の小型機船底びき網漁業入会操業協定につ

いて（協議） 

（５） 全国海区漁業調整委員会連合会への要望事項について（協議） 

（６） 新潟海区漁業調整委員会が保有する行政文書の公開等に関する規程の

一部改正について（協議） 

（７） 新潟海区漁業調整委員会個人情報保護事務取扱要綱の一部改正に 

ついて（協議） 

（８） くろまぐろの知事管理漁獲可能量の変更について（報告） 

（９） その他 
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６ 会議の顛末 

（13：30） 

事務局 

（岸原） 

 

土屋会長 

 

事務局 

（岸原） 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

 

 

 

一 同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

河村課長 

 

土屋会長 

 

 

緒方主任 

 

土屋会長 

 

・定刻となりましたので、ただいまより第２１５回新潟海区漁業

調整委員会を開催します。 

・まずはじめに、土屋会長よりご挨拶をお願いします。 

 

[挨拶] 

 

・次に、本日の委員の出席状況について報告いたします。 

・本日は 11 名の委員が出席されておりますので、委員会事務規程

第６条の規定により、この委員会が成立することを報告します。 

・次に本日の会議資料を確認します。 

 [資料の確認] 

・それでは、会長から議事の進行をお願いします。 

 

・ただいまより第２１５回新潟海区漁業調整委員会を開会しま 

す。 

・それでは、議事に入る前に議事録署名人を指名させていただい

てよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・今回の議事録署名人は、神田委員、塚田委員にお願いします。 

・それでは議事に入ります。 

・議題（１）「新潟県資源管理方針の一部改正について」は知事

からの諮問事項です。県から諮問をお願いします。 

 

［諮問文を朗読］ 

 

・ただいま、県から諮問を受領しました。 

・引き続き、諮問事項について説明をお願いします。 

 

［資料１に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（１）について説明がありましたが、ご意見、

ご質問はありませんでしょうか。 
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一 同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

河村課長 

 

土屋会長 

 

 

緒方主任 

 

土屋会長 

 

 

富樫委員 

 

緒方主任 

 

富樫委員 

 

緒方主任 

 

 

富樫委員 

 

 

・これについては、毎回追加があったり削除があったりして事務

作業的にも大変かと思います。それぞれ各漁業者にとって該当

する魚種が出てくるので、そこら辺を海区としてもしっかりと

見ていきたいと思いますので、ご協力をお願いします。 

・他に意見等は無いようですので、原案どおりで差し支えないこ

ととしてよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは議題（１）については、原案どおりとして差し支えな

い旨、知事へ答申することとします。 

・次に議題（２）「まさば・ごまさば、ずわいがに及びまだらの

知事管理漁獲可能量の当初配分について」も知事からの諮問事

項です。県から諮問をお願いします。 

 

［諮問文を朗読］ 

 

・ただいま、県から諮問を受領しました。 

・引き続き、諮問事項について説明をお願いします。 

 

［資料２に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（２）についての説明がありましたが、ご意見、

ご質問はありませんでしょうか。 

 

・まだらに関しては、昨年に比べて数量的にどうなんですか。 

 

・昨年はこの設定がなかったので、初めての数字になります。 

 

・この資料の数値は何を基に算出したのですか。 

 

・これは、資源評価を国の研究機関が行い、その数字を基に漁獲

可能量を決めています。 

 

・まだらの資源管理について、村上駐在の石本さん経由で水産庁

にお願いをし、新潟、岩船、粟島、山北へ説明をしに来てもら

いました。その際に私も意見を述べさせていただきましたが、
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緒方主任 

 

 

 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

一同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

河村課長 

 

土屋会長 

 

 

井上主査 

 

土屋会長 

 

漁業者としてみれば限度を決められ、上限がきたら採れなくな

ってしまうというのは困ったものだと思います。 

ただ、水産庁の方々は、マグロのように県同士の枠の融通はで

きると言っていました。我々は文章で書いてあるとわかりづら

いし、私もここで聞いたことを支部の漁業者に伝えないといけ

ません。今後さらに魚種も増えていくわけなので、県も面倒か

もしれませんが漁協回りをして説明してもらいたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

 

・まだらに関しては特に県の重要資源ということで関係者もたく

さんおられますので、きちんとした説明をしたいと考えていま

す。ちょうど明後日に説明会を開催予定ですが、そこでもわか

らなければ漁協を回って説明していきたいと思います。 

 

・これからも魚種が増えていきますが、丁寧でわかるような説明

を心がけていただければと思います。県の方にも根拠等確認を

しながら進めていただきたいと思います。 

・他に意見等は無いようですので、原案どおりで差し支えないこ

ととしてよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 
・それでは議題（２）についても、原案どおりとして差し支えな

い旨、知事へ答申することとします。 

・続いて議題（３）「知事許可漁業の許可又は起業の認可を申請

すべき期間について」も知事からの諮問事項です。県から諮問

をお願いします。 
 

[諮問文を朗読] 

 

・ただいま、県から諮問を受領しました。 

・引き続き、諮問事項について説明をお願いします。 

 

［資料３に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（３）について説明がありましたが、ご意見、

ご質問はありませんでしょうか。 
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富樫委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

 

 

河村課長 

 

 

渡邉係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

 

一 同 

 

土屋会長 

 

・今のところ、底びき網の入会許可については何も問題はありま

せん。 

 ただ、板びき網の件で少し問題があります。新潟と山形の県境

がいつまで経っても決まらず、新潟県が主張するラインと、山

形県が主張するラインが食い違っていて現場の漁業者が一番困

っているんです。印はあるようですが、それがどの方向に向か

っているかによって大きな誤差が生じるんですよね。新潟側の

板びき網の連中が山形県が主張するラインから少し山形寄りに

下がっているという話も聞き、謝りに行ったこともあります。

とにかく１年でも早く県同士で話合いをしてはっきりとした県

境のラインを決めてください。よろしくお願いします。 

 

・諮問事項とは少し関係のない話ですが、前々から話題になって

いる新潟県と山形県の県境問題について、水産課から何か見解

はありますか。 

 

・お互いの主張があるので、引き続き協議を進めていくことにな

ります。 

 

・今ほどのお話しですが、我々と山形県との行政同士の話合いの

中では、この境界について明確にきちんと定めてはいません。 

ただ、漁業種類ごとにもし定めるのであれば、きちんと決めて

いきましょうというのが過去の協定の中に書かれています。 

また、新潟県が主張する板びき網の操業区域については、一応

山形県側にも認めていただいていますので、富樫委員の話のと

おり今のところ大きなトラブルがないようでしたら、重複する

区域もあるかと思いますが、自分たちの操業区域をしっかりと

守っていただければと思いますし、山形県側ともそうのように

話をしています。 

 

・他に意見等は無いようですので、原案どおりで差し支えないこ

ととしてよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 
・それでは議題（３）についても、原案どおりとして差し支えな
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事務局 

（岸原） 

 

土屋会長 

 

 

磯谷副会長 

 

富樫委員 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

 

一同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

事務局（近） 

 

土屋会長 

 

 

塚田委員 

 

 

い旨、知事へ答申することとします。 

・続いて、議題（４）「令和６年度新潟、山形両海区の小型機船

底びき網漁業入会操業協定について」県から説明をお願いしま

す。 

 

［資料４に基づき説明］ 

 

 

・ただいま、議題（４）について説明がありましたが、ご意見、

ご質問は、ありませんでしょうか。 

 

・問題なければできるだけ簡素化できたらいいと思います。 

 

・予定通りでいいと思います。 

 

・基本的には自動更新ということで、協定書にお互い異議がなけ

れば自動更新ということになるかと思います。 

 今後改めて山形海区と諮ることになり、それを経て来年度自動

更新となるかと思います。 

・他に意見等はないようですので、案のとおりとしてよろしいで

しょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは議題（４）について、了承いただきましたので案のと

おり協定を締結することとします。 

・続いて、議題（５）「全国海区漁業調整委員会連合会への要望

事項について」県から説明をお願いします。 

 

［資料５に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（５）について説明がありましたが、ご意見、

ご質問はありませんでしょうか。 

 

・くろまぐろの件で、違反情報など遊漁者から水産課に直接連絡

とかはあるんですか。 
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渡邉係長 

 

 

 

 

塚田委員 

 

 

 

 

 

渡邉係長 

 

 

 

 

 

磯谷副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

 

渡邉係長 

 

 

 

 

 

・ご質問のとおり、遊漁船やプレジャーボートから違反採捕等の

通報を多数いただいています。我々としては、その情報を水産

庁の出先機関である新潟漁業調整事務所等と情報共有しながら

取り締まりにも同行させていただいています。 

 

・最近上越の方でも遊漁船同士のトラブルが結構あるようです。

また、くろまぐろの禁漁期間もホームページを見ないと実際に

分からないんですよね。見る人は見てますが、見てないような

人は最近も釣っているような噂も聞きますので、そこら辺を県

からも周知できないのでしょうか。 

 

・我々の方でも、登録庁としてもちろん遊漁船業者に対しては周

知していますし、併せてマリーナ等の方にも周知したこともあ

ります。まだまだ周知が足りないところかもしれませんが、禁

漁期間を知っていながらやっているような疑いのある通報もい

ただいています。 

  

・たまたま昨日、遊漁船業者の方と話す機会がありました。遊漁

のくろまぐろの漁獲枠が全国枠であるため、今年は特にマグロ

が来る前に禁漁になり、お客様が来た時には出られなかったと

いうことになってるそうです。やはり、西ほど早く釣れるわけ

なので、新潟に来る前に漁獲枠がなくなってしまう可能性もあ

りますし、また次月解禁されるまでの間まぐろがいなくなって

しまうことも考えられるので、各県ごとの漁獲枠の割り当てを

要望してほしいとの話がありました。確かに私としても不公平

感があるかなとも思いますので、県からも水産庁なりに要望を

してほしいという話でした。以上報告となります。 

 

・水産庁もいろいろと工夫をしながら時期をずらしての枠の設定

等もしているようです。他になにかありますか。 

 

・今お話しいただいたようなことも水産庁の方にも声として届い

ています。ただ、今の現状として、漁業者の枠も増やせない中

で、かろうじて国の持っている留保枠の中から遊漁者用の枠を

確保して使わせてあげているような形となっています。まぐろ

の枠は全体で 40 トンほどしかない中で、遊漁者は一斉に競争し

てやっていることになります。まぐろの群れは南から北上して
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磯谷委員 

 

 

 

 

 

河村課長 

 

 

 

 

富樫委員 

 

 

 

 

 

 

神田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

いき、ちょうど今新潟沖にいますが、当然富山や石川が皆さん

一斉に取ればあっという間に枠が埋まってしまうということ

で、毎月禁止期間があっという間に来てしまう状況です。今後

仕組みとしてどのように変わっていくかはわかりませんが、各

県に配分しても、使っていない分を他県に融通するような調整

も難しく、メリットデメリットがあるので、その辺水産庁主体

となって決めていくことになると思います。 

 

・密漁というのは結構あると思います。しっかりとした取り締ま

りができるような、罰則を強化する等をしていかないといけな

いと思います。そこら辺を水産庁と協議して検討した結果を遊

漁者へ説明したいと思いますので、結果がわかれば教えていた

だきたいと思います。 

   

・県別に遊漁の枠を配分するのは、難しいと思います。漁業につ

いては漁獲実績があるので県別に配分できていますが、現状遊

漁については実績がないのでどの県にどのように配分するのか

で揉めてしまうと思います。 

 

・最近、山形に倣って遊漁船のグループを作ったんです。そのグ

ループに所属する方で、漁業士会の飲み会かなにかで県の方へ

マグロを採らせてくれと言ったらしいのですが、県の方もダメ

なものはダメだとしっかり言ってください。漁業者も我慢して

いるのだから、遊漁なんてとんでもないですよ。はっきり言え

ば本人も諦めがつくと思いますから。 

 

・うちもその問題がありまして、今日も言われてきました。真面

目に守っている人間は忍んでいるが、たった一人やっている人

間がいます。その人も頭が良くて釣ったマグロを港へ持ってく

るんです。海上保安庁と水産庁が東港へよく来るため、誰かの

船へ横流ししている実態もあるそうです。組合員からまじめに

やっている人もいる中で我々もグループでやる人間を抑えきれ

ないということを言われてきたので、県からも言ってもらいた

いと思います。 

 

・取り締まりの強化ということで要望していきたいという話です

が、具体的にどういうことを要望していくか考えてありますか。
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渡邉係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

 

一同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

事務局 

（岸原） 

海保なり、水産庁と連携をしていくということですかね。 

 

・現状はこのような対応となってしまっていますが、水産庁も先

のことは色々と考えているようです。漁業者は承認を持った人

しか釣りができない一方で、遊漁者は早い者勝ちであれば誰で

も釣りができることは不公平ではないかという声も届いてお

り、水産庁もいかに遊漁者への規制ができるかについて検討を

しているところです。さらに、これまでは委員会指示で３回の

違反でやっと立件できていたところを、今年度からは２回の違

反で立件できるように規制が強化されたところです。さらにく

ろまぐろの遊漁については許可制やライセンス制の導入を考え

ているという情報もあり、そうなると許可違反ということで１

回目で立件できるように強化もされていくだろうと思います。

その場合誰にライセンスを与えるのかという課題が出てきます

が、いずれにしても漁業者がきちんとルール化されているのに

対して、遊漁者側の規制も段階を追って漁業者側に合わせてレ

ベルアップしていくというように水産庁も考えているようで

す。今後何年かかるかわかりませんが、もうしばらくすると漁

業者と公平となった規制に近づいていくと期待しています。 

 

・今後そういう声をどんどん上げていくしかないなと思います。 

・他に意見等は無いようですので、基本的にはこの２件を新潟海

区として、今年から日本海ブロックへ直接あげることになるか

と思います。今後の軽微な字句等の修正については、私と事務

局に一任していただき案のとおり要望することとしてよろしい

でしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは議題（５）について、了承いただきましたので、案の

とおり要望することとします。 

・続いて、議題（６）「新潟海区漁業調整委員会が保有する行政

文書の公開等に関する規程の一部改正について」事務局から説

明をお願いします。 

 

［資料６他配布資料に基づき説明］ 
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土屋会長 

 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

（岸原） 

 

土屋会長 

 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

 

緒方主任 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

 

緒方主任 

 

 

 

 

・ただいま、議題（６）について説明がありましたが、ご意見、

ご質問はありませんでしょうか。 

 

・県の規程の改正に伴って、今回海区の規程も改正するというこ

とでございます。特に問題ないかと思いますので議題（６）に

ついては、案のとおり規程を改正することとします。 

・続いて、議題（７）「新潟海区漁業調整委員会個人情報保護事

務取扱要綱の一部改正について」事務局から説明をお願いしま

す。 

 

［資料７に基づき説明］ 

 

 

・ただいま、議題（７）について説明がありましたが、ご意見、

ご質問はありませんでしょうか。 

 

・これについても県が定めたものについて、海区で適用する形に

なると思います。 

・他に意見等無いようですので、議題（７）については、案のと

おり要綱を改正することとします。 

・続いて、議題（８）「くろまぐろ知事管理漁獲可能量の変更に

ついて」報告をお願いします。 

 

［資料８に基づき説明］ 

 

・ただいま、報告がありましたが、ご意見、ご質問はありません

でしょうか。 

・確認なのですが、この参考のところにありますけれども、年度

初めの融通に対して、年度終わりの融通が、小型魚は２倍近く、

一方大型魚は半減していますが、これは新潟県の漁獲状況に応

じて対応したということでしょうか。 

 

・そうですね、協定の参加団体からの要望で主に大型魚を小型魚

に交換したことによってかなり多くの小型魚が減っています

が、これはあくまでも要望に基づく結果です。 
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土屋会長 

 

 

緒方主任 

 

 

 

河村課長 

 

 

 

 

 

富樫委員 

 

緒方主任 

 

土屋会長 

 

 

 

 

事務局 

（岸原） 

 

土屋会長 

 

土屋会長 

・大型魚より小型魚の方が新潟県ではたくさん採れそうだったと

いうことでしょうかね。 

 

・枠を多く持っているのが定置なのですが、昨年特に大型魚が定

置に入らない状況でしたので、恐らく皆さん小型魚に変更した

のですが、それでも例年よりも枠を余らせた状況でした。 

 

・例年夏場の時期に大型魚が採れて、冬場は小型魚中心になって

いくのですが、夏に大型魚が採れないと取り残した分を他県の

小型魚と交換して枠を増やしておいて冬に備えるというのが例

年の流れになっています。ただ、今年は早い時期に小型魚も採

っているのでどうなるかなという感じです。 

 

・どこの定置が一番よく採っているのですか。 

 

・昨年は、内海府生産組合となっています。 

 

・他に意見等無いようですので、議題（８）について終わりま 

す。 

・続いて、議題（９）「その他」ですが、事務局から何かありま

すか。 

 

・特にありません。 

 
 
・それでは、他に委員の皆さんから何かありますでしょうか。 
 

・他にないようでしたら、本日予定しておりました議題について

審議を終了しましたので、これにて第２１５回新潟海区漁業調

整委員会は、終了とさせていただきます。 

 

 

終了：14:45 

 

 

 
 


